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この市議会だよりは、環境に配慮して古紙配合の再生紙と植物油由来のインキを使用しています。

市民と議会の意見交換会を開催しました

　意見交換の内容やいただいたご意見、アンケート結果の詳
細については、市議会ホームページのほか、市役所７階議会
事務局でもご覧いただけます。
　今後も市民の皆様との意見交換の機会を定期的に設けてま
いります。多くの方のご参加をお待ちしております。

　市議会では、「あなたが市や議会に望むこと」をテーマに、令和７年
度初めての意見交換会を開催しました。市議会の役割についての紹介、
令和７年３月定例会に関する報告を行ったのち、グループに分かれ、テ
ーマ及び市政全般について市民の皆様と意見交換を行いました。
　多くのご意見をいただき、ありがとうございました。
　開催の概要は以下のとおりです。

●日　時　５月17日（土）　午後２時から午後４時まで
●会　場　小平市福祉会館
●参加者　25人
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員
の
寄
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行
為
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　

政
治
家
が
、
選
挙
区
内
の
人
や
団

体
に
あ
い
さ
つ
状
（
答
礼
の
た
め
の

自
筆
に
よ
る
も
の
は
除
く
。）
を
出

し
た
り
、
お
金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、

時
期
や
理
由
を
問
わ
ず
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
受
け
取
っ
た
人
も

罰
せ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
有
権
者
が
政
治
家
に
対
し

寄
附
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

具
体
例
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
お
中
元
や
お
歳
暮

○
お
祭
り
へ
の
寄
附
や
差
し
入
れ

○
秘
書
や
家
族
な
ど
が
代
理
で
出
席

す
る
場
合
の
結
婚
祝
い
や
香
典

○
町
内
会
の
集
会
や
旅
行
等
の
催
し

物
へ
の
寸
志
や
飲
食
物
の
差
し
入
れ

○
葬
式
の
花
輪
や
供
花

○
運
動
会
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
飲

食
物
の
差
し
入
れ
な
ど

　

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

あ
と
が
き

あ
と
が
き

　

新
し
い
議
会
人
事
が
決
定
し
、
委

員
会
等
の
構
成
が
変
わ
っ
た
こ
と
に

伴
い
、
本
号
か
ら
広
聴
広
報
特
別
委

員
会
も
新
し
い
メ
ン
バ
ー
で
ス
タ
ー

ト
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
市
議
会
の
活
動
に
つ
い
て

積
極
的
に
お
知
ら
せ
し
、
よ
り
分
か

り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
広
聴
広
報

特
別
委
員
一
同
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

お
気
づ
き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
議
会
事
務
局
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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議 会 日 誌議 会 日 誌
4月16日～7月14日

本会議、委員会、諸会議など

４　月
２２日　幹事長会議
２３日　議会運営委員会
２５日　 ４月臨時会

５　月
１３日　幹事長会議
１４日　�東久留米市議会議員視察来庁（地域包

括ケア推進計画（高齢者保健福祉計画・
第 ９期介護保険事業計画）について）

１７日　市民と議会の意見交換会
２０日　総務委員会（新宿区視察）
２１日　生活文教委員会（東村山市視察）
２２日　厚生委員会（市内視察）
２３日　環境建設委員会（日の出町視察）
２６日　幹事長会議
	 �三多摩上下水及び道路建設促進協議会

総会
２７日　小平・村山・大和衛生組合議会臨時会
２９日　議会運営委員会
	 �東京都三多摩地区消防運営協議会通常総会

６　月
３ 日　 ６月定例会初日

	 幹事長会議（臨時）
	 議会運営委員会（臨時）
	 正副委員長協議会
４日　 ６月定例会 ２日目（一般質問）
５日　 ６月定例会 ３日目（一般質問）
６日　 ６月定例会 ４日目（一般質問）
１０日　総務委員会
１１日　生活文教委員会（市内視察あり）
１２日　厚生委員会
１３日　環境建設委員会（市内視察）
１７日　広聴広報特別委員会
１８日　都市基盤整備調査特別委員会
１９日　公共施設マネジメント調査特別委員会
２０日　�小平市都市計画マスタープラン全体構

想特別委員会
２３日　幹事長会議
２４日　議会運営委員会
２７日　 ６月定例会最終日
	 広聴広報特別委員会

７　月
７ 日　東京都十一市競輪事業組合議会臨時会
	 東京都四市競艇事業組合議会臨時会
１４日　広聴広報特別委員会

　
６
月
定
例
会
で
は
、
請
願
１
件
を
新
た
に
受
理
し
、
閉
会
中
の
継
続
審

査
と
し
ま
し
た
。
陳
情
は
２
件
を
受
理
し
、
全
議
員
及
び
執
行
機
関
に
陳

情
文
書
表
を
配
付
し
ま
し
た
。

　
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
っ
た
請
願
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

請
願
・
陳
情

請
願
・
陳
情

会 派 の 構 成会 派 の 構 成
　会派は、政策を中心とした理念を共有する議員で構成されています。小平市議会で
は、小平市議会基本条例第４条で議会活動を行うため、会派を結成することができる
と定められています。２人以上の議員をもって会派を構成することができます。

自民党小平政和会（６人）
○福室　英俊　鈴木　洋一　外山まなみ
　比留間洋一　深谷　幸信　山田　大輔

○＝幹事長
市議会公明党（６人）

○幸田　昌之　虻川　　浩　佐藤　　徹
　髙橋　政美　津本　裕子　橋本　孝二

フォーラム小平（５人）
○中江　美和　岩本　　誠　岡田しんぺい
　川里　富美　吉本ゆうすけ

日本共産党小平市議団（３人）
○細谷　　正　鈴木だいち　三輪　博美

生活者ネットワーク（２人）
○さとう悦子　柴尾ひろみ

一人会派と維新の会（３人）
○伊藤　　央　石津はるか　安竹　洋平

《無会派》
まちづくり市民こだいら（１人）

　水口かずえ

《無会派》
市議会れいわ新選組（１人）

　中倉　茂和

議 場 議 席 図議 場 議 席 図

傍　聴　席　(60席)

議長席
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理事者席 理事者席
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○
市
議
会
だ
よ
り
デ
ジ
タ
ル
版

　

年
４
回
発
行
し
て
い
る
市
議
会
だ

よ
り
を
デ
ジ
タ
ル
ブ
ッ
ク
形
式
で
読

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は

こ
ち
ら
→

音
声
市
議
会

音
声
市
議
会

だ

よ

り

だ

よ

り

　

５
月
、
８
月
、
１１
月
、
２
月
の
年

４
回
、
目
の
不
自
由
な
方
に
音
声
に

よ
る
市
議
会
だ
よ
り（
音
楽
Ｃ
Ｄ
版
、

デ
イ
ジ
ー
版
）を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
議
会
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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○
議
会
中
継

　

本
会
議
の
動
画
配
信
か
ら
ラ
イ
ブ

中
継
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ラ
イ

ブ
中
継
に
は
字
幕
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

字
幕
は
Ａ
Ｉ
に
よ
る
自
動
生
成
の
た

め
、
正
確
な
表
記
で
は
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
会
議
の
録
画
映
像
は
、
開

催
日
の
３
日
後
（
土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
。）か
ら
掲
載
を
開
始
し
、

い
つ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

○
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム

　

本
会
議
や
委
員
会
で
の
発
言
は
会

議
録
に
記
録
さ
れ
ま
す
。
当
シ
ス
テ

ム
で
は
、
キ
ー
ワ
ー
ド
な
ど
か
ら
会

議
録
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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会
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会
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ジ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

小平市非核都市宣言
　世界の恒久平和は、人類共通の願いで
ある。しかし、核軍備拡大競争及び通常
兵器の軍備拡大競争は一段と激化し、世
界各地で武力紛争が絶え間なく続き核戦
争の脅威が迫っている。
　我が国は、世界唯一の核被爆国である
ことにかんがみ、小平市議会は、すべて
の国の核兵器に反対し非核三原則を堅持
し、人類永遠の平和のため努力すること
を決意し非核都市を宣言する。

昭和５８年３月３日
小平市議会

※�この宣言は、昭和５８年３月定例会において
議員から提案され全会一致で可決されたもの
です。
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中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
改
修
計
画
に
つ
い
て
意
見

を
聞
く
機
会
を
設
け
る
こ
と
と
多
目
的
エ
リ
ア
の

人
工
芝
化
見
直
し
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て


